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はしがき

児の健やかな成長と発達は､周産期医療の最も重要な目標のひとつである｡殊に､

元来健康であると思われる胎児が､分娩時の低酸素虚血が原因で後のち中枢神経障

害や発達障害を残すことは､可能な限り減少させたい｡

歴史的に見ると､脳障害と胎内死亡を予防するために1958年に胎児心拍数モニタ

リングに関する初めての論文が報告されて以来､半世紀が経過 した今でも本法は広

く臨床で応用されている｡しかし残念ながら､胎児心拍数モニタリングが脳障害予

防に有効である､とするレベルの高い科学的根拠は認められていない｡その原因に

さまざまな要因が考えられているが､胎児心拍数モニタリングの偽陽性率が高い点

も大きい｡

そこでわれわれは､胎児心拍数モニタリングの偽陽性率を低下させるための補助

的検査方法に関する研究を､動物実験と臨床研究を通して､これまで検討を重ねて

きた｡

一般に､正常胎児が脳障害に陥る過程は以下のように考えられている｡すなわち､

胎児の低酸素症､アシデミア､アシ ドーシスから､組織､特に脳の循環障害を来た

し､脳虚血となり､その後に脳障害を発症する｡胎児心拍数モニタリングは低酸素

症を発見するためには感度の良いスクリーニング試験といえるが､児の循環障害を

単独で評価するには精度上､限界がある｡

この欠点を補 う目的で､これまでにも胎児の循環障害を評価するさまざまな取 り

組みがなされてきた｡ しかしその多くは技術的な困難さから､短時間のみの観察に

限られ､児の恒常的な循環不全を評価しているのかが問題であった｡

そこでわれわれは､成人の血圧評価で既に実績のある､electr0-mechanicaltime

と血圧の関連性を子宮内胎児に応用する試みを行った｡

前回の科学研究費では(基盤研究 C (2)課題番号 13671734)､ヤギ胎仔を用いた

動物実験で､胎仔心電図 R波を基準として脈波伝搬時間を心拍数毎に計測し､脈派

伝搬時間と血圧の実測値 とが逆相関することと､連続的にリアルタイムに血圧変動

を観察できることを証明し､その上で特許申請を行った｡

今回の科学研究費では､この計測系を臨床応用する試みを行った｡実際の臨床で

は､既に､胎児の頭に心電図電極を装着することと､頬に酸素飽和度ブローべを装



着することが行われている｡そこで児頭電極の心電図からR波を設定し､その R波

と酸素飽和度曲線の定点との時間差から electr0-mechanica=imeを計測する方法を

考案 したOまた､大学の倫理委員会の承認を得て､さらに､母体と家族からinformed

consentを得て､臨床に応用した｡臨床応用の結果､ヒト胎児の分娩時の血圧の変動

を､かなりの精度で推測できることを実証することができた｡また､胎児心拍数モ

ニタリングで変動一過性徐脈が頻繁に出現する症例では､徐々に脈派伝搬時間が減

少 し､胎児血圧が上昇する傾向を示すことから､胎児心拍数モニタリングに加えて

循環動態の変化を観察できる可能性が示唆された｡以上の結果から､本計測系は直

ちに臨床応用可能なものであり､胎児心拍数モニタリングの欠点を補 うことで､胎

児の脳障害発症予防に繋がる新たな研究分野を開拓できたと考えている｡
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憲之,鮫島 浩, 池ノ上 克 :化学療法中 GrowingTeratomaSyndromeを
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